
加津佐小学校 学校だより  第１号              令和６年４月１２日 

文責 校長 山本 孝二 

【めざす児童像】 

“かしこい子 つよい子  

                           さわやかな子“ 

  

 令和６年度がスタートしました。本年度もよろしくお願いします 

 ８日の始業式、体育館には新しい学年の場所に整然と

並ぶ子供たちの姿がありました。今年がんばるぞという意

欲が表情からも見られました。 

 私からは、前向きな気持ちでいる今、その気持ちを持ち

続けてめあてや目標の達成に取り組んでほしいということ

と、加津佐小学校がめざす児童像（「かしこい子・つよい

子・さわやかな子」を少し焦点化して話しました。 

 それは、「かしこい子」から【進んで学ぶこと】、「つよい

子」から【最後までやりぬくこと】、「さわやかな子」から【友達と認め合うこと】の３点です。 

 個人でも集団でも、昨年度の自分から少し前へ！の意識をもって生活し、自信が持てる子供になってほし

いと思っています。 

 子供たちの成長には、保護者の皆様のご協力とご支援が不可欠です。どうぞよろしくお願いします。 

  

本年度の『チーム加津佐小』のメンバーです 

教  頭   横田 健三 はぐくみ（通級指導）担当  藤井 世津子 

１年担任   森  洋子（生活指導主任） 専科・ＴＴ   鬼塚 恵子（教務主任） 

２年担任   林田 君香 専科・ＴＴ   大村 信介 ※短時間勤務 

３年担任   垣内 圭祐 養護教諭    近藤 琴乃 

４年担任   田口 裕子 事務職員    勝間 拓海 

５年担任   伊藤  彩（研究主任） 特別支援教育助手  酒井 理恵 

６年担任   近藤 久丈 特別支援教育助手  森山 純子 

あさがお学級担任  荒川 洋一 学校支援員   福田 浩美 

あおぞら学級担任  松本 和子 心の教室相談員  末続 修子 

あすなろ学級担任  竹市 直生 用務員     城川 豊子 

 

お知らせです 

  日程の見直しをして、昼休み後の「掃除時間・集会の時間」の時程を５分繰り上げました。 

そのため、水曜日を除く４日間は下校時刻が５分早まります。ご了承ください。 

爽風（笑顔） 

用紙にて 
用紙にて配付しています 



着任式・始業式の児童代表の言葉 

 着任式では、６年が歓迎の言葉を伝えてくれました。その後の始業式では、最高学年としての決

意を、６年の２人が述べてくれました。全校児童へのメッセージも入ったものでした。紹介します。 

 

   今日から新学期です。ぼくは、５年生から６年生に進級しました。みなさんも学年が１つ 

あがり、気持ちを新たにしていることと思います。ぼくは、最高学年としての自覚を持ち、 

進んで仕事を引き受けるなど、心がけていきたいと思います。ここで、ぼくたちが学校生活 

を送るうえで気をつけている「４つのあ」について確認したいと思います。 

１つ目は、「あいさつのあ」です。あいさつは１日の始まりに欠かせないものです。あい 

さつをすると、した方も、された方もどちらも心が温かくなります。 

２つ目は「ありがとうのあ」です。ありがとう！と感謝の気持ちを伝えることができるよ 

うになりましょう。これは相手を思いやることにつながります。 

３つ目は、「あったか言葉のあ」です。あったか言葉を言ってもらえると、うれしくなった 

り元気が出たり、心が温かくなったりします。あったか言葉のあふれる加津佐小学校にしてい 

きましょう。 

４つ目は、「あとしまつのあ」です。使ったものをもとの場所にもどしておけば、次に使う 

人も気持ちよく使うことができます。 

「あいさつ」「ありがとう」「あったか言葉」「あとしまつ」、この「４つのあ」を心がけて、 

楽しい学校生活が送れるように今年もがんばります。 

 

 

生活指導面での話から 
 始業式後の、生活指導主任の森教諭から、去年よりももっと 

『さわやかな加津佐小にしよう』というめあてのもと、次の 

２点について話がありました。 

①あいさつ名人になろう 

②呼びすてをしないようにしよう 

 

 ①のあいさつ名人については、〔進んで自分から、大きな声で、名前を付けて、ワンストップし

て・・・〕などと、自分のあいさつの仕方をレベルアップさせようというものです。あいさつ

の大事さは、保護者の皆様も感じてらっしゃることと思います。 

 ②の呼びすてについては、友達に命令口調になったり、荒い言葉がトラブルを招いたりすること

があり、思いやりの点からも正しい言葉を使える子を育てていこうとするものです。コミュニケ

ーション力をつけることにもつながるのですが、やはり集団生活の中で身につく・つけていくこ

とと言えます。 

 ご家庭とも共同歩調で言語環境の向上を図っていきましょう。 


